
健康サポート薬局に係る研修 
「健康サポートのための多職種連携研修会」研修会Ａ 

 
開催・受講者募集のご案内 

山梨県薬剤師会 
 
平成２８年４月１日に施行された｢健康サポート薬局｣については、同年１０月１日

から都道府県知事等への届出が開始されています。 
薬局は、「健康サポート薬局」である旨の表示を行うにあたり、厚生労働大臣が定め

る基準で規定される「常駐する薬剤師の資質に係る所定の研修（※１）」を修了した薬

剤師が常駐する必要があり、届出にあたっては所定の研修修了証の提出が必要とされ

ています。 
日本薬剤師会・日本薬剤師研修センターの両団体が合同で当該研修を実施しており、

本会はその協力機関として、今年度は下記の日程で研修会の開催を予定しております。 

研修会受講申込書につきましては、同ページ内の申込フォームより令和６年１月

３０日（火）までにお申込みください。 
❖ 令和３・４年度、本研修会を受講されている場合は、当該受講証明書の有効期限

内（３年間）ですので、本年度の受講の必要はありませんがお申込みいただけま

す。ただし、定員に達した場合には、新規・更新対象者の受講者を優先させてい

ただきます。 
記 

１ 研修会名 ：健康サポートのための多職種連携研修会【研修会Ａ】 
         （主催：山梨県薬剤師会、共催：日本薬剤師会） 
  開催日時 ：令和６年２月２３日（金・祝） １３時～１７時２０分 
  場  所 ：山梨県医師会館 １階 多目的ホール 
        （定員に満たない場合は、会場を変更する場合があります。） 
  定  員 ：４０名 
  受 講 料 ：Ａ会員登録施設に属する会員（※２）：２，２００円（10％消費税込） 
                    上記以外：５，５００円（10％消費税込） 
  ❖受講料については、事前振込のうえ、振込手数料は別途ご負担ください。 
   インボイスが必要な方は事務局までお申し出ください。また、お振込みいただ

いた受講料はどのような理由でも返金しません。 
  ❖申込期日以降にお振込みいただいた受講料も返金しませんので、期日は必ずお

守りください。 
 
  内  容 ：①基本理念 
        ②医療・保健・介護・福祉の資源と役割の現状 
        ③演習、発表 
  申込方法 ：同ページ内の申込フォームより申込 
 

❖注意事項 
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、発熱・咳・倦怠感など風邪症状がある場合には、

参加を自粛してください。尚、不織布マスクの着用を推奨いたします。 
 
 
 
 



■ 受講対象者について 
すでに「健康サポート薬局」である旨を表示し得る業務体制を有する薬局に従事し

ており、健康サポート薬局の意義や諸規定を理解し、健康サポート薬局として地域住

民の健康の保持増進に貢献する意欲のある薬剤師を対象とします。 
なお、実務経験が５年に満たない場合、修了証発行の申請ができません。 
ただし、受講証明書の有効期限が３年間になりますので、技能習得型研修会の受講対

象者は、薬局実務経験が３年以上とさせていただきます。 
実務経験は、週当たりの勤務時間数が２０時間以上であった期間の通算となります。 
 
■ 受講証明書について 
 研修会を受講し、所定のレポートを提出された方に、当該研修会の「受講証明書」

を発行いたします。（※３） 
 
■ 事前準備について 
 地域の医療資源として医療、介護職のみならず、保健・健康・福祉等の幅広い視点

から多様な相談窓口やサービス実施者についての情報を収集しておいてください。グ

ループ討議でご活用いただきます。 
以 上 

＜文中※の補足説明＞ 
 
※１ 研修の全体像について 
（例）｢健康サポート薬局である旨の表示を行うにあたり厚生労働大臣が定める基準

第三号に規定される常駐する薬剤師の資質に係る研修｣の全体像  

 研修項目 
規定 

時間数 

研修の 

実施方法 

技能習得型 

研 修 

（集合研修） 

健康サポート薬局の基本理念 1 【健康サポート薬局の

ための多職種連携研修】

（研修会Ａ） 
 

地域包括ケアシステムにおける

多職種連携と薬剤師の対応 
3 

薬局利用者の状態把握と対応 4 

【健康サポートのため

の薬剤師の対応研修】

（研修会Ｂ） 
 

知識習得型 

研 修 

 

地域住民の健康維持・増進 2 日本薬剤師会が 

e-ラーニングにより 

実施 
要指導医薬品等概説 8 

健康食品、食品 2 

禁煙支援 2 

認知症対策 1 

感染対策 2 

衛生用品、介護用品等 1 

薬物乱用防止 1 

公衆衛生 1 



地域包括ケアシステムにおける

先進的な取組事例 
1 

コミュニケーション力の向上 1 

合計 30時間  

※２ 【重要】Ａ会員登録施設に属する会員について 
   Ａ会員登録のある施設のＡ会員及びＢ会員を指します。 
   従いまして、本人がＢ会員であっても本人が属する施設がＡ会員登録をされて

いない（Ａ会員がいない）場合には「上記以外」に該当することとなり、受講料

は５，５００円となりますのでご注意ください。 
 
 
※３ 受講証明書、研修修了証の発行について 
 研修会を受講された方には、各研修会について「受講証明書」を本会から発行いた

します。e-ラーニングについては、２２時間分の教材の受講を完了した方に、e-ラー

ニング研修の受講証明書が日本薬剤師会から発行されます。 
研修会２つ、e-ラーニング１つ、合計３つの「受講証明書」を取得され、かつ５年

以上の薬局での実務経験を有する方には、研修実施機関である日本薬剤師会・日本薬

剤師研修センターから、「研修修了証」が発行されます（発行には、申請手続きと申請

料が必要です）。 
「健康サポート薬局」の届出を行う際には、「研修修了証」を、他の必要書類と併せ

て届出先に提出してください。 
 
 


